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	①　地域連携BCPの構築に関する研究（担当　研究分担者　是枝大輔）
	本研究は、広域災害時に地域全体で医療機能を維持するための「Community Contingency Planning（CCP）」策定に向け、チェックリストとマニュアルを作成することを目的とした。令和4年度は都道府県データを用いて重視すべき要素を抽出し、令和5年度にマニュアル素案を作成、令和6年度には市町村向けに項目を再構成し、モデル市町村（浜松市・紀宝町）でのヒアリングとデータ収集を行いチェックリストを完成させた。項目は「危機管理体制」「リソース」「地域内・地域間連携」の3カテゴリー・6指標群に...
	②　災害医療コーディネートに関する研究（担当　研究分担者　森野一真）
	本研究では、大規模災害時における保健・医療・福祉分野の優先課題を判断するため、判断支援演習「JoBS+」と四軸評価手法「4-APモデル」を開発した。JoBS+は、災害時に発生する多様な課題に対し、緊急度・影響度・即応性・情報確度の4つの視点で優先度を評価し、マトリクスで可視化・共有する訓練である。これにより、判断の属人化やブラックボックス化を防ぎ、意思決定の透明性と組織的対応力の向上を目指す。
	③　EMISに関する研究（担当　研究分担者　中山伸一）
	本研究は次期EMISの設計に資する提言を目的とし、令和6年能登半島地震・豪雨災害を対象に、現行EMISの入力状況や活用実態を分析した。EMISログデータを解析し、各医療機関の入力率を検証。DMAT、日赤救護班など災害医療チームへのアンケートでは、活動場所、活用情報システム、使用機能、課題や要望を聴取した。結果は次期EMISに求められる機能の具体化や操作性改善に向けた基礎資料とする。
	④　災害時のロジスティクスに関する研究（担当　研究分担者　近藤久禎　研究協力者　鈴木教久）
	令和6年度に実施された大規模地震時医療活動訓練では、首都直下地震等を想定し、関東4都県で医療機関の機能維持に必要なライフライン支援（電力・水など）の供給量、供給可能量、供給方法について検証を行った。訓練に先立ち、DHCoSおよびDIGを活用して、建物被害や停電、浸水などのリスクを評価し、避難や物資支援の必要がある医療機関を事前に整理したリストを作成。これをもとに訓練時のオペレーションを展開し、物資供給の可否や必要資源量の見積もりを実施した。また、今年度は燃料補給に要する調整時間も検証対象とし、自家...
	⑤　日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震への具体的な対応に関する研究
	（担当　研究分担者　三村誠二　）
	令和4年の法改正により、日本海溝・千島海溝地震の具体計画が策定された。本研究では、積雪寒冷地における災害医療対応の課題を明らかにし、令和6年能登半島地震での経験を踏まえ、派遣DMATへのヒアリングを実施する。また、千島海溝地震を想定した北海道で、病院籠城支援シミュレーション（DHCoS）を用いて医療機関の対応力を分析し、受入可能患者数を試算。現行の具体計画とDMAT活動方針の整合性を整理し、今後の体制強化に資する。
	⑥　DMATの効果的な運用に関する研究（担当　研究分担者　阿南英明）
	本研究は、災害時の医療対応における3つの課題に対する実態把握と対応策の検討を目的とした。①全国839のDMAT指定医療機関のうち、2024年能登半島地震を対象に派遣の実態を調査し、派遣困難な要因を明らかにした。②DMAT隊員18,129名の構成や資格更新辞退の傾向を分析し、制度的課題を抽出。③災害医療におけるDX推進に関連し、情報共有や個人情報管理の課題を明確化した。方法として、EMISやNTTデータ提供の情報を活用し派遣実績を分析、全国の医療機関にアンケート調査を実施。さらに、能登地震でのDMA...
	⑦　医療搬送に関する研究（担当　研究分担者　本間正人）
	本研究は、大規模災害時の医療搬送能力を評価し、地域連携型BCPの検討に資することを目的とし、DMAT指定医療機関が保有するDMAT関連車両（DMATカー、ドクターカー、病院車など）の実態を調査した。全国の災害拠点病院およびDMAT指定医療機関を対象に、郵送でアンケートを実施し、Googleフォームにて①保有車両の種別と台数、②東日本大震災から能登半島地震に至る6災害での使用実績、③今後の更新予定と搬送能力の見込みについて回答を得た。個人情報は含まず、倫理指針に則って実施された。
	⑧　災害時おける地域包括ケアに関する研究（担当　研究分担者　小早川義貴）
	本研究は、地域包括ケアおよび保健医療部門の観点から、災害時における在宅療養者など脆弱性の高い人々への対応優先度の決定と、事前把握・リスト化の手法を検討した。2024年11月、宮崎県日南保健所での保健師等研修にて、対象者の定義や情報収集、優先度決定の演習、自助・共助・公助の視点からの対応策を検討。個人情報は匿名化し、参加者には同意を取得。災害時の実践的支援体制構築に向けた有効な取り組みとなった。
	⑨　周産期・小児医療提供体制に関する研究（担当　研究分担者　海野信也　研究協力者　岬美穂）
	本研究は、災害時における小児・周産期医療体制の強化を目的とし、地域の医療機関が連携して医療資源を最大限に活用する「地域連携BCP」の構築を目指す。特に、調整役である「災害時小児周産期リエゾン（リエゾン）」の育成や支援体制、情報システムの活用、制度整備などを検討する。研究は日本小児科学会や日本産科婦人科学会等と連携し、5つのテーマ（小児・周産期領域の課題、リエゾンの育成、情報活用、制度整備）に分けて実施した。
	⑩　災害医療分野における災害診療記録/J-SPEED等ICT利活用に関する研究（担当　研究分担者　久保達彦）
	本研究の目的は、災害時に全国の医療救護班が共通して「災害診療記録/J-SPEED」を活用できる体制を整備し、保健医療福祉調整本部において傷病者データに基づく医療調整を可能とすることである。初年度から教育資料を開発し、前年度までの成果を統合して「J-SPEED利活用手順書」を作成した。また、蓄積されたJ-SPEEDデータを解析し、災害医療のリアルワールドエビデンスを構築。ビッグデータやAIの視点も取り入れて進め、倫理審査の承認を得て実施した。
	⑪　DMAT・DPAT隊員のメンタルヘルスチェックシステムに関する研究（担当　研究分担者　西大輔　研究協力者　浅岡紘季）
	本研究は、DMAT・DPAT隊員のメンタルヘルス支援体制構築を目的とし、①新規・更新研修へのメンタルヘルスチェック導入、②災害派遣に伴う心理的影響の要因分析、③個人および所属組織向けのメンタルヘルス推奨事項の普及を目指した。令和6年度は、能登半島地震後にEMISを用いた2回のオンライン調査を実施し、派遣活動と心理的影響の関連を分析。研修内容への成果活用や、推奨事項の実装方法についても関係者と検討を行った。
	⑫　国際災害医療チームの受援に関する研究（担当　研究分担者　久保達彦）
	本研究は、南海トラフ地震など大規模災害を想定し、国際医療チーム（EMT）の我が国への受け入れ体制の課題を明らかにし、標準業務手順（SOP）の整備につなげることを目的とした。令和6年度は静岡県で日米豪台の合同訓練を実施し、EMTの入国から活動終了までの一連の受援プロセスを実地で検証。既存のSOP案の妥当性や改善点を抽出し、多国間の連携の中で課題を評価した。訓練では関係機関との意見交換や現地観察を通じて多角的な情報収集を行った。
	⑬　ドローンによる災害時情報収集、医薬品・医療資器材等搬送に関する研究
	（担当　研究分担者　本村友一）
	本研究は、大規模災害時においてドローンを活用し、①被災地の情報収集とその活用、②医療資機材や薬剤の搬送、の2点を実現するための基盤構築を目的とした。地震災害を想定した医療活動訓練にてドローンを使用し、実践的な運用を行いながら、DMAT事務局や自治体と連携して課題を抽出・整理した。情報取得時には個人情報が含まれる可能性があるため、事前に内容を確認し、問題のない情報のみを限定的に共有・活用した。
	⑭　クラッシュ症候群（以下：CS）に関する研究（担当　研究分担者　大場次郎）
	本研究は、将来発生が予測される首都直下地震や南海トラフ地震に備え、クラッシュ症候群（CS）への多機関連携体制を構築し、より多くの命を救うことを目的とした。日本外傷データバンク（JTDB）分析、関係機関へのアンケート調査、血液浄化療法の実態調査、熊本地震やトルコ地震での実地調査を通じ、CS対応の現状と課題を明らかにした。また、訓練環境整備や文献レビュー、基礎研究も実施し、CS対応の標準化と実践力の向上を目指した。
	⑮　災害時における医療ニーズとリソースの定量的評価に関する研究
	（担当　研究分担者　森村尚登）
	近年の水害頻発を受け、河川氾濫時の医療機関被災リスクを動的に評価する手法の確立を目的とした。令和6年度は荒川下流域の病院を対象に、時間経過を踏まえたリスク評価を実施した。国の「浸水ナビ」等を活用し、仮想破堤地点ごとに①浸水到達時間、②最大浸水深、③浸水継続時間を抽出。これらを基に各病院のリスクを評価し、経時的な被災可能性を可視化した。行政指針やタイムライン等も参考に、実用的な評価手法の構築を試みた。
	⑯　大規模災害時における医療コンテナ活用に関する研究
	（担当　研究分担者　中田　敬司）
	本研究の目的は、大規模災害時における医療コンテナの最大限の活用方法を明らかにし、都道府県向けの活用ガイドライン策定に資することである。令和5年度は医療計画に基づき、ガイドライン案（暫定版）の作成、訓練や平時活用の検討を行った。令和6年能登半島地震において医療コンテナが実際に活用されたことを受け、その運用実態を検証し、ガイドライン案への反映を目的とした。関係者への聞き取りや文献調査を行い、「医療コンテナの活用に関する手引き」や一般社団法人MMCPCの報告書などをもとに、運用実態や課題を分析し、ガイド...
	【研究結果・考察】
	①　地域連携BCPの構築に関する研究においては、広域災害時における医療機能維持を目的に、地域連携計画「Community Contingency Planning（CCP）」のチェックリストを作成した。都道府県データを基に指標を抽出し、3カテゴリー73項目に分類。モデル市町村として浜松市・紀宝町・新宮市を選定し、ヒアリングとデータ収集を実施。得られた知見を反映し、実用的なチェックリストに再編（全66項目）。今後の自治体での活用と普及が期待される。
	②　災害医療コーディネートに関する研究において、JoBS+演習では、被災地の多様な状況が記された情報カードを用い、災害発生数日後の対応優先事項を判断する訓練を行う。評価は緊急度・影響度・即応性の3軸で行い、情報の確度は一定と見なして事前設定されているため、判断に集中できる。情報カードをマトリクスに配置し、班内で優先課題を選定。新たなカード投入で状況の変化を体験し、再評価・再判断の重要性を学ぶ構成となっている。
	③　EMISに関する研究において、令和6年能登半島豪雨災害では、EMISの医療機関等状況入力率が警戒モード移行後4時間で71％、最終的に86％に達した。地震対応ではDMATなど全6団体がEMISを活用し、J-SPEED、D24H、SIP4Dなども併用された。情報共有にはLINE等のSNSも多用され、団体独自のシステムも使用された。EMISでは医療機関情報モニターや統合地図ビューアー等が活用されたが、アクセス権限の制限で一部機能が使用できなかったとの指摘があった。新EMISでは、現場で使いやすい設計...
	④　災害時のロジスティクスに関する研究では、令和6年度の大規模地震時医療活動訓練にて、各県・保健所・DMAT等が連携し、自家発電機の有無や稼働時間、受水槽の有無などの情報をEMISに集約。1都3県の入力率は平均75.6％だった。電力停止下で病院機能維持が困難と仮定し、避難が必要とされる病院は計312施設、搬送患者数は36,213人に上った。燃料補給の調整は18％にとどまり、情報不足により38％は調整が滞り、44％は着手すらできなかった。
	⑤　日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震への具体的な対応に関する研究においては、令和6年能登半島地震でのDMAT活動から、寒冷地特有の課題が明らかとなった。冬用タイヤ未装備や雪道運転経験の乏しさにより活動制限が生じ、防寒装備や除雪資機材も不足していた。こうした課題は個人任せでは限界があり、自治体等の支援が必要である。また、千島海溝地震想定に基づくDHCoSでは、被災医療機関の支援ニーズを分析し、最低45チームのDMATが必要と試算された。現行の計画とDMATの活動方針の整合性整理も行い、支援体制の強化...
	⑥　DMATの効果的な運用に関する研究では、令和6年能登半島地震を通じて、DMAT指定医療機関の派遣実態、隊員資格更新、災害時情報管理（DX）の課題を検証した。派遣実績は70.5％で、勤務調整や資金負担が主な障壁であった。資格更新では異動・退職が主因で辞退者が発生。情報共有ではEMISの限界やアナログ依存が明らかとなり、個人情報管理も不十分だった。今後は新EMIS導入と運用体制整備、デジタル支援チームの設置が求められる。
	⑦　医療搬送に関する研究では、全国780施設を対象にDMAT関連車両の実態調査を実施し、289施設（37.0％）から回答を得た。DMATカー保有は48.3％、搬送能力のある病院車は58.7％と一定数が保有されていたが、搬送効率にはばらつきがあった。将来的に車両を更新・導入予定の施設は約4割にとどまり、財政的課題も浮き彫りとなった。自由記載では搬送能力の重要性に加え、機動性や診療・搬送の役割分担の必要性、運転技術や装備習熟への課題も指摘された。制度的支援の強化が求められる。
	⑧　災害時おける地域包括ケアに関する研究では、日南保健所における研修を通じて、在宅療養者など災害時に支援が必要な脆弱な人々の情報把握と優先順位の決定方法について検討した。串間市で9名、日南市で27名の在宅患者情報を収集し、研修には保健師等29名が参加した。演習では地域特性や安否確認方法、発災72時間までの支援策を【自助】【共助】【公助】に分けて検討した。研修後のアンケートでは、参加者の多くが事前把握や部門連携の重要性に気づきを得ていた。
	⑨　周産期・小児医療提供体制に関する研究では、災害時の小児・周産期医療体制強化を目的に、地域連携BCPの構築やリエゾンの養成・支援体制に関する検討を実施した。Group A・Bでは、能登半島地震の対応や施設被災リスクを踏まえ、実用的な行動リストやBCP策定指針を整理。Group Cは養成・技能維持研修の評価と都道府県ニーズ調査を行い、制度的支援の必要性を明らかにした。Group Dは災害情報システムPEACEの改修と教材作成を進め、Group Eはリエゾン活動要領の見直しと支援体制の整備を提言した。
	⑩　災害医療分野における災害診療記録/J-SPEED等ICT利活用に関する研究では、災害時に全国の医療救護班が共通で活用できる「災害診療記録／J-SPEED利活用手順書」を整備し、新たに行政職員用様式も開発した。併せてJ-SPEEDデータの分析を行い、熊本豪雨では高齢者に治療中断や高血圧が多く、相談は超急性期に集中。医療フォローアップが必要な症例は災害後期に増加し、主に高齢者に多かった。治療中断は発災翌日が最多で、災害ごとに推移が異なった。性・年齢分布では女性と高齢者の割合が高く、支援対象としての...
	⑪　DMAT隊員のメンタルヘルスケアに関する研究では、能登半島地震に関連するDMAT隊員のメンタルヘルス調査を実施し、14,099名に依頼し691名が回答（回答率4.9％）、高ストレス指標（K6≧13）は15名であった。第7回調査（1,085名）では、「悲惨な状況に圧倒された経験」や「救援者間の対立経験」がK6やPCL-5スコアと有意に関連していた。研修では、当班の研究成果が内容に追加され、災害医学会のシンポジウムでも推奨事項の普及活動を行った。
	⑫　国際災害医療チームの受援に関する研究では、南海トラフ地震等の大規模災害に備え、国際医療チーム（EMT）の日本受け入れ体制の課題を明らかにし、平時からの体制整備とSOP策定を目的とした。令和6年2月、静岡県で日米豪台の合同訓練を実施し、机上演習と実働訓練を通じて薬品搬入、ライセンス、通訳、情報共有、調整体制等の課題を検証した。特に医療リエゾンやEMTCCの重要性が明確となり、今後の受援体制構築に向けた実践的知見を得た。
	⑬　ドローンによる災害時情報収集、医薬品、医療資器材等搬送に関する研究では、大規模災害時におけるドローンの実用性を検証するため、訓練および実災害対応を通じて運用成果を得た。令和5年度の訓練では、宮崎・大分県庁にて航空調整班と連携し、ドローンの飛行情報共有や災害指揮系統への組み込みを試行した。令和6年能登半島地震では、被災地の地形変化を空撮し、地図更新と情報共有を実施した。また、令和6年度訓練（千葉県）では、被害状況や建物内部の撮影、薬剤搬送を行い、DMATとの連携や通信障害対応などの課題を整理できた。
	⑭　クラッシュ症候群に関する研究では、将来の大規模災害におけるクラッシュ症候群（CS）患者の救命体制構築を目的に、多角的な調査と検討を行った。JTDB解析によりCSに関する重症度分類や処置傾向を明らかにし、関連機関へのアンケートでは、現場での対応判断や訓練状況の差が課題として浮上した。災害拠点病院の血液浄化療法の受入体制や小児対応能力にも地域差が認められた。熊本・能登・トルコ地震の実態調査に加え、ラットモデルやCSM訓練環境の整備も進め、多職種・多機関連携の重要性を再確認した。
	⑮　災害時における医療ニーズとリソースの定量的評価に関する研究においては、荒川下流域を対象に、河川氾濫による医療機関の被災リスクを動的・経時的に評価する手法を検討した。浸水ナビを用いて、仮想病院への浸水到達時間、最大浸水深、継続時間を算出し、具体的なリスクを可視化した。あわせて、非経時的評価として、EMIS上の病院情報や浸水リスク検索サービスを活用し、電源設備の浸水リスクをスクリーニングした。今後は実地調査を通じて精度向上を図る。
	⑯　大規模災害時における医療コンテナ活用に関する研究では、医療コンテナの都道府県における効果的な運用を目的に、「医療コンテナの都道府県における運用ガイドライン案」を最終化した。第8次医療計画に基づき、災害時に医療提供体制を維持するための準備・活用方法を整理したものである。特に令和6年能登半島地震での実際の医療コンテナ運用事例を反映し、設置判断、運用、撤収に至る実践的内容を盛り込んだ点が成果である。
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	A. 研究目的
	昨今、国土強靭化基本計画の保健医療に関する骨子に従い、医療施設の耐震・インフラ強化、広域的な連携体制、医療資源の供給体制、被害想定に基づいたDMAT養成や、医療資源を適切に配分調整するロジスティクス等が進められているところである。しかしながら、広域的な連携体制、医療資源の供給体制、医療資源の適切な配分調整に関しては、各保健医療施設、各保健医療活動チームの個々の対応だけでは限界があり、被災地域全体としての連携調整が必要となる。今後、発生し得る首都直下地震や南海トラフ大地震等の大規模災害では、圧倒的に...
	本研究班の目的は、これまで構築してきた災害医療体制を基礎として、如何に多機関・多組織・多職種が連携すれば、地域の医療資源を最大限に活用できるのかを提言することである。本研究班の具体的な主なテーマは、地域連携調整について自治体等が整備すべき事項の策定、連携調整のツールとしてのEMIS、JSPEEDの改良、地域連携BCPのあり方、地域連携における災害医療コーディネーターのあり方、地域ごとの災害種別（感染症を含む）の医療ニーズとリソースの定量的評価による都道府県の地域連携BCPの策定支援等である。
	B. 研究方法
	本研究の研究方法は以下の通りである。
	地域連携BCPに関しては、初年度は過去の大災害における医療機関の地域における面的役割の分析、次年度は自治体が作成している受援マニュアルの評価方法の開発、最終年度は地域連携BCP策定マニュアルの作成である。また他の課題に関しては、初年度は各課題における戦略・マニュアル案等の策定を行う。次年度はDMAT研修や訓練、政府大規模地震時医療活動訓練等での検証を行う。そして最終年度には、前年度の検証を踏まえ、戦略・マニュアル最終案を提示する。当該研究は、平成31年度～令和3年度「国土強靭化計画をふまえ、地域の...
	①　地域連携BCPに関する研究
	本研究は、広域災害時に地域全体で医療機能を維持するための連携計画「Community Contingency Planning（CCP）」の策定に向けたチェックリストおよびマニュアルの作成を目的としたものである。阪神淡路大震災以降、災害拠点病院では事業継続計画（BCP）の策定が進められ、その整備は指定要件にも盛り込まれるようになった。近年では一般病院においてもBCPの策定が重要視され、厚生労働省の研究事業（21IA1003）等で整備が進んでいる。しかし、広域災害では単一の医療機関で完結することが困...
	そこで本研究では、まず令和4年度に都道府県単位の防災関連データを用いた主成分分析を実施し、CCP策定において重視すべき要素を抽出した。その後、令和5年度にはこれらの要素をもとにマニュアルの素案を作成し、令和6年度には項目の市町村向けへの再整理を行った上で、実際に自治体が活用可能な形でチェックリストを作成した。
	項目の整理にあたっては、都道府県レベルで抽出した要素を市町村単位で取り扱いやすいよう再分類し、３つのカテゴリーと６つの指標群に再構成した。具体的には、Ⅰ：危機管理体制（EMIS入力率、避難計画）、Ⅱ：リソース（医療救護資源、民間との協定）、Ⅲ：地域内・地域間連携（訓練、自主防災組織）である。また、作成したチェックリストの実用性を検証するため、2つのモデル自治体を選定した。政令指定都市として比較的自立的な対応が可能な静岡県浜松市と、人口規模が小さく周囲との連携が不可欠な三重県紀宝町である。両市町村に...
	②災害医療コーディネートに関する研究本研究は、大規模災害時における保健・医療・福祉分野の優先課題判断の標準化と意思決定の透明化を目的として、判断支援ツール「JoBS+（Judgment of Basic Situation Plus）」と、それを支える優先度評価手法「4-APモデル（Four-Axis Priority Evaluation Model）」を開発したものである。災害現場では、避難所の環境悪化、在宅要配慮者への支援、医療機関の被災、福祉施設の孤立など、多様な課題が同時多発的に発生し、...
	③EMISに関する研究
	本研究の目的は、次期EMIS（広域災害・救急医療情報システム）の導入に向け、現行EMISの実災害時の活用実態を分析・評価し、新システム設計への提言を行うことである。特に令和６年能登半島地震および同年９月の豪雨災害を対象とし、災害時の情報活用状況やEMISの有効性・課題を明らかにすることを目指した。研究方法としては、①能登半島豪雨災害におけるEMISの医療機関状況入力率をログデータより解析し、入力の実態と地域差を検証した。また②地震対応で実際に活動したDMAT、日赤救護班、DPAT、AMAT、JMA...
	④災害時のロジスティクスに関する研究令和6年度に実施された大規模地震時医療活動訓練では、首都直下型地震（東京都・神奈川県：都心南部直下型、千葉県：西部直下型、埼玉県：東京湾北部地震）を想定し、医療機関に対するライフライン支援（電力・水など）の供給量、供給可能量、供給方法の検証が行われた。研究班は、ロジスティックの専門家を中心に構成され、災害対応訓練やDMATブロック訓練等を活用して、実災害対応の教訓を踏まえた病院機能維持の在り方を検討した。訓練前には、DHCoS（災害時病院機能維持支援シミュレーシ...
	⑤日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震への具体的な対応に関する研究
	令和4年5月の「日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震に係る地震防災対策の推進に関する特別措置法」の改正を受け、同年9月には基本計画が改訂され、新たに応急対策活動に関する「具体計画」が策定された。本研究は、南海トラフ地震や首都直下地震と並ぶ大規模災害としての日本海溝・千島海溝地震に備え、特に積雪寒冷地における災害医療対応の課題を明らかにし、効果的な対策を検討することを目的とする。昨年度までの研究では、北海道・青森・岩手の医療機関を対象に病院籠城支援シミュレーション（DHCoS）を活用し、医療機関の脆弱性...
	本年度は以下の3点を主な研究方法とする。 1）令和6年能登半島地震に派遣されたDMAT隊員に対しヒアリングを実施し、積雪寒冷地での災害医療活動における具体的課題とその解決策を整理する。 2）EMIS（広域災害救急医療情報システム）に登録された医療機関の情報と被害想定を突合し、千島海溝地震発生時の北海道内の病院における緊急安全確保、避難、籠城が必要な医療機関を抽出。DHCoSを用いて、被災地内での受入可能患者数の試算を行い、DMAT等が適切に活動できる支援体制を関係者間で検討する。 3）現行の「具体...
	⑥DMATの効果的な運用に関する研究
	本研究は、災害時の医療体制強化に向けた3つの課題について実態を明らかにし、対応策を検討することを目的とした。第一に、全国839のDMAT指定医療機関（令和6年2月時点）のうち、大規模災害時に派遣が困難な施設の実態を把握するため、2024年1月の能登半島地震における派遣要請と実績を調査し、課題を抽出した。第二に、DMAT隊員の資格喪失・更新辞退の要因を把握し、制度的課題を明確化する。第三に、DX（デジタルトランスフォーメーション）推進下における災害医療における情報共有・管理の課題を整理し、個人情報保...
	方法として、(1) 能登半島地震における派遣実績については、EMISおよびNTTデータ提供の情報を基に、該当医療機関の派遣状況を抽出し、派遣率を算出した。(2) 石川県を除く全国のDMAT指定医療機関を対象に、派遣に関する障壁や課題についてGoogle Formおよびワード形式でアンケートを実施し、複数回答形式で集計・分析した。(3) DMAT隊員18,129名（2005年～2024年資格取得者）を対象に、性別・年代・職種・取得後年数・資格区分などのデータを用いて構成分析を行い、辞退理由の傾向を把...
	⑦医療搬送に関する研究
	本研究は、大規模災害時における医療搬送体制の強化と地域連携型BCP（業務継続計画）の構築を目的とし、DMAT指定医療機関が保有する医療搬送用車両（以下、DMAT関連車両）の実態を把握・分析することを通じて、災害時における潜在的な医療搬送能力の評価を試みたものである。DMAT関連車両には、DMATカー、ドクターカー（搬送能力の有無を含む）、病院車（同様に搬送能力の有無を含む）などが含まれる。研究方法としては、日本全国の災害拠点病院およびDMAT指定医療機関を対象に、郵送によるアンケート調査「DMAT...
	⑧災害時における地域包括ケアに関する研究
	本研究は、地域包括ケアおよび保健医療部門の観点から、地域における脆弱性の高い人々、特に在宅療養者への災害時対応の優先度決定と事前の把握・リスト化について検討したものである。2024年11月6日、宮崎県日南保健所において保健師等を対象に実施した研修を通じて、災害時の医療・福祉連携の実効性を高める手法の模索を目的とした。研修に向けた準備は2024年6月より開始し、まず「脆弱性の高い人々」を①在宅で人工呼吸器を使用している人、②在宅酸素療法を行っている人、③人工透析を受けている人（腹膜・血液）と定義した...
	⑨周産期・小児医療提供体制に関する研究
	本研究は、災害時における小児・周産期医療体制の強化を目的とし、地域全体で医療資源を最大限に活用できる連携体制の構築を目指すものである。従来、個別の医療機関やチームによる対応には限界があり、広域的な被災状況に対しては、面的かつ多機関連携に基づく「地域連携BCP」の策定が重要である。特に、小児や周産期の医療提供は高度な専門性と資源調整が求められるため、これらの領域に焦点をあてた災害時の体制整備が必要とされている。本研究では、災害医療体制の基盤を踏まえ、小児・周産期領域における地域連携BCPの課題を明確...
	⑩災害医療分野における災害診療記録/J-SPEED等ICT利活用に関する研究本研究の目的は、災害時において派遣元の異なる全ての医療救護班が共通して「災害診療記録/J-SPEED」を利活用する体制を全国的に整備し、保健医療福祉調整本部などの司令塔機能を担う機関において、被災傷病者データに基づく的確な医療調整を実現することである。研究方法としては、まず医療救護班が現場で統一的に記録を行えるよう、初年度から標準教育資料の開発に着手し、これまでの研究成果を統合して「災害診療記録/J-SPEED利活用手順書...
	⑪DMAT隊員のメンタルヘルスチェックシステムに関する研究
	本研究は、DMAT（災害派遣医療チーム）およびDPAT（災害派遣精神医療チーム）隊員のメンタルヘルスを支援する体制の構築を目的としており、①新規・更新研修へのメンタルヘルスチェックの導入、②災害派遣における心理的影響の関連要因の解明、③個人および所属組織向けのメンタルヘルス推奨事項の策定・普及を3年間の目標としている。令和6年度は、以下の3点に重点を置いた。第一に、2024年3月には令和6年能登半島地震の派遣終了後に第7回調査を実施し、DMAT隊員の活動とメンタルヘルス関連要因を分析。さらに、同年...
	⑫国際災害医療チームの受援に関する研究
	本研究は、南海トラフ地震など大規模災害に備え、国際医療チーム（EMT）の我が国への受け入れ体制に関する課題を明らかにし、平時からの体制整備および標準業務手順（SOP）の策定を目的とする。特に、令和6年度に静岡県で実施された日米豪台の合同訓練を通じ、国際EMTの受け入れに必要な調整事項を実地で検証し、現状と課題の把握を図った。本訓練は、新型コロナウイルス感染症により延期されていた日米DMAT実動訓練の再開を兼ねており、日米間で策定された国際受援SOP案の妥当性確認と改善点の抽出も目的とした。研究は、...
	⑬ドローン（空、陸上、水上・水中）による災害時情報収集、医薬品・医療資器材の搬送に関する研究
	本研究は、大規模災害時におけるドローン活用の可能性を検証し、①災害現場における情報収集およびその活用、②医療資機材や薬剤の搬送、の二つの観点から、実運用可能な基盤構築を目的とするものである。特に、災害初動期における広範な被害状況の迅速な把握や、陸路寸断時における代替的な搬送手段としてのドローンの活用が注目されており、その有効性と課題を検証する必要がある。研究方法としては、大規模地震を想定した医療活動訓練等において、実際にドローンを用いた情報収集および物資搬送の実践を行い、運用上の実態や課題を明らか...
	⑭クラッシュ症候群に関する研究
	本研究は、将来想定される首都直下地震や南海トラフ地震において、多数のクラッシュ症候群（Crush Syndrome: CS）患者の発生が見込まれる中、より多くの命を救うための多機関協働による実践的な体制構築を目的としたものである。1995年の阪神淡路大震災では、CSによる死者が多数確認され、以降その対応は進歩してきたが、未だ標準化や実働レベルでの課題が残されている。
	研究ではまず、CSに関する議論点を分担者間で洗い出し、日本外傷データバンク（JTDB）を用いたCS症例の抽出・分析を通じて、実態把握を行った。また、消防、自衛隊、海上保安庁、NGOなど複数機関に対してアンケートを実施し、現場での救助・初期輸液・医療連携の実態を収集した。さらに、血液浄化療法（特にCRRT）に関しては、全国の災害拠点病院を対象に実施可能数などを調査し、大規模災害時における受け入れ体制の限界と課題を明らかにした。加えて、2016年熊本地震での要救助者救出データを活用し、CSを疑う3大所...
	⑮災害時における医療ニーズとリソースの定量的評価に関する研究
	近年、集中豪雨による水害が頻発し、河川の氾濫によって医療機関が被災する事例が報告されている。しかし、河川氾濫時における医療機関の被災リスク評価や対策は十分に検討されていない。本研究は、都市部の水害リスクを動的（経時的）に評価する手法を確立することを目的とする。令和5年度の静的リスク評価に続き、令和6年度は荒川下流域の病院を対象に、洪水発生からの時間経過を踏まえた動的評価法の構築を試みた。国土交通省や気象庁の防災情報（警戒レベル）、荒川下流域タイムラインなどの行政指針を基に、荒川流域の病院を対象にリ...
	⑯大規模災害時における医療コンテナ活用に関する研究
	本研究は、大規模災害時における医療コンテナの有効活用を目的とし、その最大限の利活用に向けた具体的提言を行うことである。令和5年度には、第8次医療計画に基づき、医療コンテナを都道府県に展開することを視野に入れ、標準化に向けた検討を開始した。その一環として、「医療コンテナ活用における都道府県へのガイドライン案（暫定版）」を作成し、災害訓練および平時利用の可能性を検討、実証訓練を通じて災害時の最大活用に向けた課題抽出と提言を行った。令和6年度は、同年1月1日に発生した能登半島地震において、実際に医療コン...
	C. 研究結果
	○令和６年度政府総合防災訓練における大規模地震時医療活動訓練について
	中央防災会議が決定する総合防災訓練大綱に基づき実施される大規模地震時医療活動訓練は、ＤＭＡＴの唯一の全国規模の実動訓練である。本訓練は、国が定める「南海トラフ地震における具体的な応急対策活動に関する計画」、「首都直下地震における具体的な応急対策活動に関する計画」または「日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震における具体的な応急対策活動に関する計画」に基づき、国、地方公共団体等が連携して、大規模地震時医療活動に関する総合的な実動訓練を実施し、当該活動に係る組織体制の機能と実効性に関する検証を行うとともに、...
	令和６年度訓練においては、首都直下地震を想定して、千葉県、埼玉県、東京都、神奈川県の６県を被災都道府県として令和６年９月２７日（金）及び２８日（土）の２日間にわたり実施された。令和２年度及び令和３年度においては、新型コロナウィルス感染症の感染拡大状況を鑑み、実動訓練の規模を縮小して実施したが、令和４年度から全国からＤＭＡＴ隊員がプレーヤー、コントローラーとして参加する本来の実動訓練形式で実施している。参加ＤＭＡＴ隊員は、指定プレーヤーまたは訓練コントローラーとして日本ＤＭＡＴインストラクター・タス...
	○分担研究者の結果概要
	①地域連携BCPの構築に関する研究（担当　研究分担者　是枝大輔）
	本研究では、広域災害時における地域医療機能の維持に資する「Community Contingency Planning（CCP）」の策定支援を目的として、チェックリストの開発を進めた。まず、令和4年度に実施した都道府県データを用いた主成分分析の結果から、有用と判断された項目を寄与度と簡便性の観点から抽出し、3カテゴリー73項目で構成されるチェックリスト素案を作成した。具体的には、Ⅰ「危機管理体制」＝EMIS情報（30項目）、避難計画（11項目）、Ⅱ「リソース確保」＝医療救護リソース（12項目）、民...
	この結果を踏まえ、チェックリストは以下のように項目数を再編した。Ⅰ「危機管理体制」では、EMIS入力率に関する30項目と避難計画に関する5項目、Ⅱ「リソース確保」では、医療救護リソース9項目と民間協定6項目、Ⅲ「地域内・地域間連携」では訓練活動6項目と自主防災組織8項目となった。
	具体的な修正点として、「避難計画」のうち河川氾濫時の整備状況は国・県レベルで100％に達していることから、項目から除外し「防災カルテ」に統合した。また、「医療救護リソース」に含まれていた避難所数は「避難計画」に移動。さらに、「民間機関との協定」は有無のみを問う方式から、内訳の明示に変更。「訓練活動」には自主防災組織との連携を含む項目が多かったため、「訓練に関するもの」は第5群、「組織構築に関するもの」は第6群に整理し直した。
	以上より、CCP策定において必要な指標群と項目が、モデル自治体での実践を通して具体化され、各地域の実態に即した形でのチェックリストが完成した。今後はさらなる自治体での活用と改善が期待される。
	②災害医療コーディネートに関する研究（担当　研究分担者　森野一真）
	JoBS+演習では、仮想の被災自治体を舞台に、災害発生から数日が経過した時点の多様な状況の記された情報カードを用いる。情報カードの記載内容の概要を別添表1に示す。4-APモデルは緊急度・影響度・即応性・情報確度の4軸により優先判断を支援する構造だが、演習時間の制約や判断訓練に焦点を置き、カードに提示される情報は「確度が一定以上と見なせる情報」として事前に設定する。評価軸は緊急度・影響度・即応性の3つに限定されることから、思考負荷が軽減され、実施者は優先順位判断に集中できる。緊急度・影響度・即応性の...
	③EMISに関する研究（担当　研究分担者　中山伸一）
	本研究では、令和6年能登半島の豪雨災害および地震対応におけるEMIS活用状況を検証した。豪雨災害時、警戒モード移行後4時間で医療機関等状況の入力率は71％に達し、最終的には86％に至った。地震対応ではDMATなど6団体が全てEMISを使用し、J-SPEEDやD24H、SIP4Dなど他システムも併用されていた。情報共有手段としてはLINEなどSNSも活用され、団体独自システムの利用も確認された。医療機関情報モニター、基礎情報表示、統合地図ビューアーなどが広く使われた一方、アクセス権限の不足により一部...
	④災害時のロジスティックスに関する研究（担当　研究分担者　近藤久禎　研究協力者　鈴木教久）
	令和6年度に実施された大規模地震時医療活動訓練では、各都県・保健所・DMAT等により、自家発電機の有無や稼働時間、受水槽の有無、1日あたりの必要水量など、病院機能維持に必要な情報のEMIS（広域災害救急医療情報システム）への入力が促進された。1都3県の平均入力率は75.6％（東京都69％、神奈川県71％、千葉県82％、埼玉県81％）であった。訓練では、電力供給が停止した場合、病院機能の継続が困難と仮定し、自家発電機が無い病院や、稼働時間が24時間未満で燃料補給ができない病院を「避難対象」として扱い...
	⑤日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震への具体的な対応に関する研究（担当　研究分担者　三村誠二　）
	令和6年能登半島地震において寒冷地へ派遣されたDMATへのヒアリングを通じて、寒冷地特有の多数の課題が明らかとなった。特に冬用タイヤ未装備の医療チームが多く、派遣可能な地域が限定される事態が生じた。また、チェーンの所持はあっても装着経験がないことで実際の活動に支障をきたす可能性も指摘された。さらに、スタッドレスタイヤの装着だけでは安全走行は保証されず、雪道走行に不慣れな隊員が一人で運転して現地入りすることの危険性も報告された。こうした状況から、冬季派遣におけるタイヤや車両装備に関する統一ルールの整...
	⑥DMATの効果的な運用に関する研究（担当　研究分担者　阿南英明）
	DMAT指定医療機関839病院のうち、少なくとも1回以上DMATを派遣したのは592病院（70.5％）、災害拠点病院では775病院中565病院（72.9％）であった。ただし、これにはロジスティックチームや個人派遣が含まれており、チーム単位での初動派遣とは限らない点に注意が必要である。アンケート調査（回収率55％）では、派遣を行った医療機関から勤務調整、移動手段、雪国特有の安全確保、さらには派遣資金の建て替え負担が課題として挙げられた。特にロジスティックチームの派遣においても勤務調整が大きな障壁で...
	⑦医療搬送に関する研究（担当　研究分担者　本間正人）
	本研究では、全国780の災害拠点病院およびDMAT指定医療機関を対象に、DMAT業務で使用可能な車両（以下、DMAT関連車両）の保有状況、災害時の出動実績、今後の更新予定等を明らかにすることを目的としてアンケート調査を実施し、289施設（回収率37.0％）から回答を得た。まず、DMAT関連車両の保有状況については、DMATカーが139施設（48.3％）、搬送能力を有するドクターカー78施設（27.1％）、搬送能力のないラピッドカー48施設（16.7％）、搬送能力のある病院車169施設（58.7％）...
	⑧災害時における地域包括ケアに関する研究（担当　研究分担者　小早川義貴）
	本研究は、災害時における在宅療養者等の脆弱な人々への対応優先度の決定と、事前把握・リスト化の方法について、宮崎県日南保健所における研修を通じて検討したものである。まず、研修前の準備として、在宅医療を受ける患者に関する情報が収集された。串間市では9名、日南市では27名の患者情報が得られ、年齢は串間市で10歳未満から90歳代まで、最頻値は10歳代（3名）、60歳代以上が6名であった。日南市では70歳代が最も多く（7名）、60歳以上が全体の約3分の2（16名）を占めた。医療的ケアの内容として、串間市では...
	⑨周産期・小児医療提供体制に関する研究（担当　研究分担者　海野信也）
	本研究では、災害時における小児・周産期医療体制の強化を目的に、地域連携BCPの構築、災害時小児周産期リエゾン（以下、リエゾン）の養成や支援体制、情報システムの活用、制度整備に関する多面的な研究を行った。2024年度は、各研究グループ（Group A～E）が分担して、これまでの研究成果を基に調査・評価・実装支援を展開した。
	Group Aでは、2022年度から取り組んできた小児領域の地域連携BCPに関し、令和6年能登半島地震でのリエゾンの活動を通じて、必要な要素を整理・分類。リエゾンの養成と訓練への参画が、地域医療機関の機能や関係性の把握につながり、平時からの連携が災害時の調整力向上に資することが明らかになった。また、リエゾンによる情報収集・共有の標準化や文書整備の必要性、外部支援体制の構築が被災地リエゾン支援に有用であることが示唆された。
	Group Bでは、産科・周産期領域における地域連携BCPの策定を進め、総合・地域周産期母子医療センターの被災想定を網羅的に分析。浸水リスクの高い施設の存在が明らかとなり、災害時の地域医療ネットワークによる柔軟な対応が不可欠であることが示された。BCP策定にあたっては、大項目（医療機関・行政）および時系列フェーズに沿った行動リストを作成し、実用的指針を示した。
	Group Cでは、災害時小児周産期リエゾン養成・技能維持研修の支援と評価を継続的に行い、2024年度は指導者育成も視野に入れたプログラム構成とした。6都県での研修開催状況を把握し、全国展開の必要性を確認。また、都道府県へのアンケート調査では、技能維持研修に対する強いニーズが示された。リエゾン活動における課題調査からは、制度的な位置づけや財政支援、標準化ツールの整備、中央支援機能の必要性などが挙げられた。
	Group Dは、日本産科婦人科学会と連携し、災害情報システムPEACEの改修と習熟訓練教材の開発を行った。2024年7月に正式リリースされた新PEACEの普及と円滑な運用に向け、実務的な教材の整備が進められた。
	Group Eでは、リエゾン活動要領の制度的課題を再検討。被災地リエゾン支援の必要性に基づき、活動要領の見直しや法的・制度的整備が必要であることを明らかにした。能登半島地震では、リエゾン講師等による現地支援や、災害急性期における専門的対応が行われたが、現行の要領には明記されておらず、実態に即した改正が求められている。
	以上の研究成果から、小児・周産期領域における災害対応体制の構築には、リエゾンの育成と地域連携BCPの実装、情報共有基盤の整備、実態に即した制度改正が不可欠であることが明確となった。今後も平時からの準備と教育、地域ごとの特性を踏まえた支援体制の強化が求められる。
	⑩災害診療記録/J-SPEEDの活用に関する研究（担当者　研究分担者　久保達彦）
	令和４年度の研究開発として、医療救護本研究では、災害時における「災害診療記録／J-SPEED」の利活用促進を目的に、標準教育資料の開発およびJ-SPEEDデータの実証的解析を実施した。まず、標準教育資料の開発においては、災害現場での実用性を重視し、「災害診療記録／J-SPEED利活用手順書」を整備した。2024年度には、自治体職員自身が健康状態を申告する「行政職員健康管理版J-SPEED」も新たに開発された。これにより、医療救護班の診療記録とは独立しつつも、フォーマットを共通化することで一貫した...
	⑪DMAT隊員のメンタルヘルスチェックシステムに関する研究（担当者　研究分担者　西大輔、浅岡紘季）
	①令和6年能登半島地震に関するDMAT隊員のメンタルヘルス調査において、14,099名に参加を依頼し、691名（回答率4.9％）から回答を得た。精神的ストレスの指標であるK6スコアが13点以上の高リスク者は15名であった。第7回調査の1,085名を対象に重回帰分析を実施した結果、「現場の悲惨な状況に圧倒された経験」はK6と有意に関連し（B=0.61, P=0.01）、「救援者間の意見対立」はPCL-5（B=1.70, P<0.01）およびK6（B=0.51, P=0.01）と有意な関連が認められた...
	②令和5年度に作成された「医療救援者のメンタルヘルス推奨事項」および「所属組織向け推奨事項」は、今年度もDMAT研修で活用されており、当分担班の最新の国際論文等の研究成果も追加された。
	③研修による普及活動に加え、第30回日本災害医学会学術集会の「支援者支援」シンポジウムにおいて、推奨事項の紹介と啓発活動を行い、現場への浸透を図った。
	⑫国際災害医療チームの受援に関する研究（担当者　研究分担者　久保達彦　研究協力者　若井聡智、豊國義樹）
	本研究は、南海トラフ地震等の大規模災害に備え、日本における国際医療チーム（EMT）の受け入れ体制の課題を明らかにし、平時からの体制整備と標準業務手順書（SOP）策定に資することを目的とした。令和6年2月に静岡県で実施された日米豪台の合同訓練を通じて、日本への国際EMTの受援対応に係る一連の調整事項を検証した。机上演習では、薬品・医療資機材の持込制限、医療ライセンス制度の不備、医療通訳体制の不足、情報共有の非互換性、法制度との齟齬などが課題として浮上した。特に、保健医療分野の調整役として医療リエゾ...
	⑬ドローンによる災害時情報収集、医薬品、医療資器材等搬送に関する研究
	(担当　研究分担者　本村友一)
	本研究では、大規模災害時におけるドローンの実用性を検証するため、令和5年度・令和6年度の大規模地震時医療活動訓練および実災害対応において複数の運用実績が得られた。令和5年9月の訓練では、宮崎・大分両県庁に設置された航空運用調整班において、ドローンの飛行情報の共有や運用訓練が実施された。飛行、画像伝送、物資搬送、画像解析、3D地図作成などの技術検証に加え、災害時の指揮命令系統におけるドローンの位置づけも訓練され、有効性が確認された。
	令和6年1月の能登半島地震では、本研究の関係者が石川県庁などで実際にドローンを用いて地震・津波による地形変化を把握し、空撮画像を既存地図に重ねて最新情報の更新と共有を行った。これにより現場の状況把握が迅速に行え、災害対応の有効な支援ツールとしてのドローン活用が実証された。また、令和6年に千葉県内で実施された訓練では、県庁航空運用調整班にドローン部隊リエゾンとして参画し、①災害拠点病院周辺の被害状況と地図作成、②倒壊工場周辺の情報収集、③倒壊建物内部の撮影、④薬剤搬送などを実施した。訓練では、DMA...
	⑭クラッシュ症候群に関する研究（研究者　研究分担者　大場次郎）
	本研究は、将来の大規模地震において多数のクラッシュ症候群（Crush Syndrome: CS）患者が発生することを見据え、より多くの命を救うための体制整備を目的とした。初期段階として、JTDB（日本外傷データバンク）を用いて過去15年分のデータを分析し、CSの発生要因、診療傾向、重症度分類、手術適応（減張切開・切断）、合併症（AKI・高K血症等）に関する変数の抽出と検討を行った。あわせて、「Crush Injury Cocktail」や止血帯の適応、早期血液浄化療法導入の是非といった臨床現場にお...
	⑮災害時における医療ニーズとリソースの定量的評価に関する研究（担当　研究分担者　森村尚登）
	本研究では、河川氾濫に伴う医療機関の被災リスクを可視化するため、荒川下流域を対象とした動的・経時的リスク評価を行った。まず、防災気象情報と警戒レベルの対応関係を整理し、医療機関が行動判断する際のタイミングを明確化した。次に、国土交通省が提供する「浸水ナビ」を用いて、荒川沿いの仮想病院に対して、最も早く浸水が到達する時間、最大浸水深、浸水の継続時間を抽出した。これにより、病院ごとに被災の緊急度や深刻度を把握でき、破堤地点ごとの浸水の広がり方とその影響を経時的に分析する手法が確立された。具体的には、仮...
	⑯　大規模災害時における医療コンテナ活用に関する研究（担当　研究分担者　中田　敬司）
	本研究では、医療コンテナの都道府県における効果的な運用を目的として、「医療コンテナの都道府県における運用ガイドライン案」を最終化するに至った。第8次医療計画に基づき、災害時の医療提供体制の維持・強化を目的とした医療コンテナの平時からの準備と災害時の実用的活用に資する内容となっている。ガイドライン案は、①はじめに（背景と医療コンテナの特性）、②災害時活用のための準備（保有、平時活用、災害協定等）、③災害時のオペレーション（ニーズ把握、設置調整、運用、撤収）、④費用負担や法的整理等で構成され、各フェー...
	考察
	平成の時代は多くの災害に見舞われた一方で、災害医療は飛躍的に進歩した。DMATや災害拠点病院の整備、広域災害救急情報システム(EMIS)などは、世界に誇る仕組みとなった。しかしながら、多くの災害を経験すれば、その都度新しい課題が生じるものである。これらの課題を解決すべく、平成30年12月国土強靭化基本計画が改定された。現在、国土強靭化基本計画の保健医療に関する骨子に従い、医療施設の耐震・インフラ強化、広域的な連携体制、医療資源の供給体制、被害想定に基づいたDMAT養成、医療資源を適切に配分調...
	平成の時代は多くの災害に見舞われた一方で、災害医療は飛躍的に進歩した。DMATや災害拠点病院の整備、広域災害救急情報システム(EMIS)などは、世界に誇る仕組みとなった。しかしながら、多くの災害を経験すれば、その都度新しい課題が生じるものである。これらの課題を解決すべく、平成30年12月国土強靭化基本計画が改定された。現在、国土強靭化基本計画の保健医療に関する骨子に従い、医療施設の耐震・インフラ強化、広域的な連携体制、医療資源の供給体制、被害想定に基づいたDMAT養成、医療資源を適切に配分調...
	①　地域連携BCPの構築に関する研究では、広域災害時における地域医療機能の維持を目的に、「Community Contingency Planning（CCP）」策定に必要な要素を整理し、チェックリストの作成を行った。人口規模の異なる浜松市（約78万人）、紀宝町（約1万人）、新宮市（約2.5万人）からのデータ収集とヒアリングを通じて、各項目の有用性や地域特性に基づく適正化を図った。「EMISの基本情報入力率」では、大規模自治体では入力率、小規模自治体では実数ベースでの評価が現実的であることが分かっ...
	②　災害医療コーディネートに関する研究において、本研究で実施したJoBS+演習は、災害時における保健医療福祉調整本部の優先度判断力を実践的に鍛える教材として有効であることが示された。演習を通じて、（1）多職種間での判断基準の違いや気づきを共有しやすくなった、（2）即応性や情報確度など、普段見落としがちな軸への意識が高まった、（3）状況変化に応じた再評価の経験が柔軟な意思決定力の養成につながった、（4）スコアの一貫性を追うのではなく、ばらつきを対話の出発点とする設計が、チーム内の判断共有を促進する効...
	③　EMISに関する研究では、災害が頻発する日本において地域と国民の命を守る基盤としてEMISを「ソフト面での国土強靭化ツール」と捉え、令和6年能登半島地震・豪雨災害における実運用を通じて次期システムへの提言を目指した。災害直後に求められるのは被災医療機関の状況把握・共有であるが、過去の災害では医療機関自身のEMIS入力率は低く、毎回「ローラー作戦」と称して支援チームや行政が電話等で情報を収集し代行入力するなど、効率を著しく損なってきた。そうした中、今回の能登半島地震・豪雨災害では、被災経験を重ね...
	令和6年能登半島地震における対応では、EMISがDMAT等複数の保健医療チームにより中心的に活用され、保健・医療・福祉の幅広い活動に貢献した。特にJ-SPEEDなどの併用やSNSの活用が進み、情報連携の多様化が確認された。次期EMISでは、全ユーザーにとって使いやすいシステム設計、他ツールとの統合、実用性と継続的訓練を重視した運用体制の構築が求められる。
	④　災害時のロジスティックスに関する研究では、今回の訓練により、自家発電機の燃料補給が円滑に行えなければ、多くの医療機関がライフライン喪失により避難を余儀なくされ、搬送対象となる患者数も非常に多くなることが判明した。特に電力は、人工呼吸器など命に関わる医療機器を支える基盤であり、災害初動期において迅速な確保が必須である。燃料補給調整が可能だったのは全体の18％にとどまり、情報不足や連携の未整備が主な要因であった。このことから、EMISへの医療機関基本情報の完全入力と、電源車接続情報・電力量の整理・...
	⑤　日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震への具体的な対応に関する研究においては、南海トラフ地震や首都直下地震と並ぶ大規模災害である日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震に対し、近年の災害対応の経験や、積雪寒冷地特有の課題、さらに具体計画とDMATの活動方針との整合性について検討した。特に寒冷地対応に関しては、令和6年能登半島地震での派遣DMATへのヒアリングから貴重な知見が得られた。日本は国土の約半分が豪雪地帯に指定されており、災害医療の質を寒冷環境下でも維持するためには、事前の準備や環境への適応力が極めて...
	結論として、本研究では日本海溝・千島海溝地震における被害想定に基づき、寒冷地における医療活動、具体計画とDMAT活動の整合性について分析した。課題は多いが、平時からの準備によって対応力の強化が可能であり、今後の体制整備に向けた基礎資料となる成果が得られた。
	⑥　DMATの効果的運用に関する研究において、令和6年能登半島地震では、地政学的な要因から過去最大規模かつ最長期間のDMAT派遣が実施されたが、調査により全ての指定医療機関が派遣できたわけではない実態が明らかとなった。働き方改革や医療機関の人員・財政難により、非被災地でも派遣が困難である現状が浮き彫りとなり、制度設計の見直しが求められる。また、DMAT隊員が他支援チームと重複し、派遣困難となる事例もあり、全体的な人材調整の仕組みの構築が必要である。加えて、資格更新辞退の主因が退職・異動や業務負担に...
	⑦　広域医療搬送に関する研究においては、南海トラフ地震などの大規模災害に備え、DMAT指定医療機関が保有する車両（DMATカー、ドクターカー、病院車など）を医療搬送手段としてどのように活用できるかを明らかにし、地域連携型の災害医療体制強化に資する知見を得ることを目的とした。調査の結果、DMATカーを保有する施設は48.3％、ドクターカー（搬送可）27.1％、病院車（搬送可）58.7％と、一定数の施設が搬送可能な車両を保有していた。これは、従来の消防や自衛隊による搬送能力を補完する、医療側からの独自...
	⑧　災害時における地域包括ケアに関する研究において、災害時に特に支援が必要となる在宅療養者への対応を地域包括ケアおよび保健医療部門の視点から検討し、災害発生前の優先順位付けと情報の事前把握の必要性を明らかにした。東日本大震災などの過去の災害では、障害者や高齢者など災害弱者への支援が不十分であり、その教訓を踏まえ災害対策基本法の改正により名簿整備や個別避難計画の推進が制度化されている。しかし、実際には保健医療部門との連携や優先度決定の仕組みが不十分である。DMATの活動経験では、災害発生後の情報収集...
	今後は、保健医療部門と防災部門の連携を強化し、名簿や計画との整合性を高めるとともに、関係者全体での情報精緻化や研修の拡充が必要である。災害時の対応力を高めるには、0から始めるのではなく、0.1でも地域に蓄積された知見を活用し、外部支援者と連携する体制づくりが求められる。
	⑨　小児周産期に関する研究では、本研究は、災害時における小児・周産期領域の医療提供体制の強化を目的に、3年間にわたる調査・分析・制度提言を実施し、2024年度に最終年度として成果を集約した。主な成果の一つは、災害フェーズを5段階（発災前・直後・48時間以内・1週間以内・1か月以内）に統一し、医療機関や行政機関などのステークホルダー別に行動指針を整理した地域連携BCPモデルの作成である。このモデルは都道府県でのBCP策定の基盤となり、地域全体での災害医療対応力の底上げが期待される。リエゾンに関する研...
	⑩　災害診療記録/J-SPEEDに関する研究では、保健医療福祉調整本部や行政職員、支援者向けに「災害診療記録／J-SPEED」の標準教育資料を整備し、令和６年度には新たに「行政職員健康管理版J-SPEED」の手順書を作成した。これは、能登半島地震での実績を踏まえ、自治体職員の健康管理が災害対応の継続に直結するという認識のもとで設計されたものであり、今後のルーチン運用定着に向けた大きな一歩である。作成資料はJ-SPEED公式サイトに掲載し、実災害時に即参照できるようA4一枚に集約している。また、J-...
	⑪　DMAT隊員のメンタルヘルスに関する研究では、第8回調査は第7回よりも回答率が低かったものの、計画通りに実施できたことは評価でき、今後の成果報告に向けた基盤となった。第7回調査の分析から、令和6年能登半島地震の派遣活動におけるメンタルヘルスの関連要因が明らかになり、特に激甚災害での悲惨な現場体験や、活動中の意見対立を経験した医療救援者にはメンタルヘルス支援が必要であることが示唆された。また、DMAT研修担当者と連携し、令和5年度に追加した内容に加え、当分担班の研究成果をさらに研修に反映できたこ...
	⑫　国際災害医療チームの受援に関する研究では、今回の合同訓練通じで、国際医療チームを日本に受け入れるうえでの制度的・運用的な課題を洗い出す貴重な機会となった。机上演習では、参加各国の代表者から、自国民優先の治療方針や日本医療体制への補完的役割、医薬品・医療機器の持ち込みに関する法的課題、通関・輸送体制の問題、医療行為に関する資格制度への懸念などが率直に共有された。中でも注目されたのは、医療調整を担う「医療リエゾン」機能の必要性であり、外務省の調整機能だけでは不十分であるとの認識が一致した。災害現場...
	⑬　ドローンに関する研究では、ドローンが災害医療支援において実用的な手段となるために、実災害時の指揮命令系統に的確に組み込まれ、災害対策本部内での情報共有と連携が実現する体制の構築を目的として実施された。令和6年能登半島地震では、本研究の成果により、災害対策本部の指揮下でドローンを運用し、地形変化の把握や災害医療従事者への情報提供が効果的に行われ、大きな成果を上げた。一方、継続的な運用における人的資源の確保、薬剤搬送時の安全性、個人情報の管理など、実際の運用を通じて新たな課題も明らかとなった。令和...
	⑭　クラッシュ症候群に関する研究では、クラッシュ症候群（CS）の対応に関する多面的な課題を抽出し、重症度分類、広域搬送基準の見直し、Crush Injury Cocktailの使用可否、止血帯（CAT）の適応、減張切開・切断の有用性、早期血液浄化療法導入の必要性などが焦点となった。これらの課題に対し、JTDBを含む既存データや熊本地震・トルコ地震等の実地調査結果、さらには基礎研究や海外の文献をもとに、CSの診断・治療に関する知見を体系的に整理した。特に災害時の外科的介入と血液浄化療法の両立を考慮し...
	⑮　災害時における医療ニーズとリソースの定量的評価に関する研究では、河川氾濫時における医療機関のリスク評価手法について、昨年度の静的評価（最大浸水深と電源設備位置による評価）に加え、今年度は時間的要素を加味した動的評価を導入した。具体的には、「Hospital Hazard Time Window Map」構築を想定し、浸水開始までの時間や継続時間など、経時的な浸水リスクを抽出・評価した。これにより、医療機関が自院の被災可能性を具体的に把握し、事前のBCP策定や避難判断に活用できるようになると考え...
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